
第９期入間学園ハイキング部

第４回ハイキング部ハイキング

尾　　　瀬

（草紅葉がきれいな尾瀬ヶ原へ）

平成２８年１０月１２日（水）



行　先　： 鳩待峠から尾瀬ヶ原へ

活動日： 平成２８年１０月１２日（水）

参加者： 奥山　清・石谷　亨・石平　逸子・今村　洋一・・梅田　広幸・

越阪部　正・齋藤　絋一・杉山　孝好・武本　公次

以上9名

（服部　昌樹さんが欠席）

コース： 車に分乗して尾瀬戸倉の第一駐車場に集合、その後、乗り合いタクシーで

鳩待峠まで行くき鳩待峠から尾瀬ヶ原へ下る。草紅葉が見ごろな尾瀬ヶ原を

周回し帰りは鳩待峠までの道を登り乗合タクシーで尾瀬戸倉へ帰る約　　ｋｍのコース

尾瀬戸倉 ⇒ 鳩待峠 ⇒ 山の鼻 ⇒ 牛首分岐

7:50 8:55 10:00

9:10

牛首分岐 ⇒ ヨッピ

10:00 11:00

10:15

ヨッピ ⇒ 竜宮小屋 ⇒ 牛首分岐 ⇒ 山の鼻

11:00 12:00 12:35 13:40

11:30 12:10 13:00

山の鼻 ⇒ 鳩待峠 ⇒ 尾瀬戸倉

13:30

14:00 15:20

1.第４回目のハイキングは秋真っ盛りの「草紅葉が見ごろの尾瀬ヶ原」へと車の分乗して行く。

2.今回は前日に発熱して欠席した服部さん以外の９名が参加。３台の車に分乗した連絡を取りつつ

　尾瀬戸倉にて集合。尾瀬戸倉には越阪部・梅田の車が７時過ぎには付いたがタッチの差で

　鳩待峠の駐車場は満車。戸倉の駐車場に車を置いて乗合タクシーで鳩待峠に向かう。

3.朝は若干の雲はあったが久しぶりの天候に恵まれる。尾瀬ヶ原では至仏山と燧ヶ岳がお出迎え

　草紅葉は見頃を向かえていたが今年の天候不順で枯れている部分もあった。

4.草紅葉については足元に紅葉が見られるのかと誤解していた人もいたが天候に恵まれた雄大な

　尾瀬ヶ原の風景にはみんな満足する。山は天気でなくてはつまらない。

4.前日からの天気予報で気になっていた３時頃の通り雨の予報が当たりが２時過ぎから降り始まる

　鳩待峠への登りは雨の中となってしまった。

今回のコース図

第４」回ハイキング部ハイキング



7:50 以前と異なり鳩待峠下の駐車場がバス発着場に

なりにここから2分くらい歩いて峠に登る



8:00 鳩待峠から入山

天気は上々

山の鼻への下り

最初は石畳の登山道

朝早いが日の出の写真を

撮りに来た人はもう帰ってくる

今日は朝焼けのいい写真が

撮れたとのこと

石畳が終わりいよいよ木道へ

途中熊に出くわした時の説明書

木道に設置されたクマよけの鐘

峠を下り終わり山の鼻の手前の

河原で一休み



8:55 山の鼻に到着

トイレ休憩

尾瀬ヶ原に入る

天気は良く至仏山が我々を

向かえてくれる

至仏山を背に

燧ヶ岳を背に



10:00 牛首分岐

水面に映える羊草の葉



関東以北で一番高い山、燧ヶ岳

11:00 ヨッピ橋の分岐に到着



このころはまだ天気は下り坂で
なくヨッピ橋を渡り東電小屋まで
行こうかという話も出ていた
昼食をとる

竜宮十字路手前から
竜宮小屋を望む

12:00 竜宮十字路



12:20 竜宮小屋を出発、このころから風が出てきた

12:50 尾瀬ヶ原を一周して



牛首分岐に戻る

13:40 山の鼻に着く。このころから雨が落ち始める
14:00 雨への備えもして鳩待峠へ登り始める。途中で雨は本格的になる
15:10 鳩待峠に到着、乗合タクシーで尾瀬戸倉に下る

尾瀬戸倉は全く雨は降っていなかった
16:00 尾瀬戸倉を車に分乗して帰路へ、途中「道の駅白沢」で買い物をして散会する


